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被　　服

20 世紀初頭 女流歌人の服飾観 一晶子・雅子･登美子を中心に一

大久保春乃(青葉学園短大)

目的19OO( 明治33)年、短歌の世界に革新の風を吹き込んだのが、新詩社の機関誌『明星』
の創刊であった。そこで活躍を開始した女流歌人は、当時いずれも20歳台前半の若さであり、自
由で新しい歌風は、歌壇･文壇のみならず、一般子女に喝采をもって受け入れられた。彼女達が
好んだ歌材として、服飾は重要な位置を占めている。本論では、20世紀初頭の女流歌人の服飾

観と、それが培われた背景を明らかにすることを目的とした。
方法 主な歌人として、与謝野(鳳)晶子･茅野(増田)雅子･山川登美子の3人に着目した。晶

子の処女歌集『みだれ髪』1901年から3人の共著の『恋衣』1904年を経て、雅子の最終歌集『金
沙集』1917年に至るまでに刊行された歌集、随想集の他、当時の雑誌に掲載された歌および文

章、写真等を資料として用いた。
結果 『みだれ髪』では、全399 首中約79語の服飾用語が用いられている。 31音という制約の
中であえて選択された用語には作者の格別な想いがこめられている。これらの用語は主に､幼
児期の回想･女性の若さの象徴･恋愛の小道具といった役割を担って登場する。
生涯歌人として活躍した晶子は、幼い頃男装で育てられた経験を持つ商家の娘で、12歳頃か

ら古典文学に親しむ中で、王朝風で絢爛な装いの好みを育てている。他の2人は、共に日本女
子大学校に学んだが、登美子は29歳で没し、雅子は同校教授として研究の道を歩んでいる。服

飾観の形成は、こうした各歌人の境遇に依るところが大きいと思われる。
ま『恋衣』を批 判し｢ 娘っ子やお かみさん｣ の歌集であるとしているが、文学者であると同森鴎外は『恋

時に一般子女でもある彼女達の歌にこそ、服飾史的価値が存在するのである。

2Ka-7　　　　　　　 小袖地夜会服の修復に関する一考察

大妻女大家政　　　 ○大網美代子　　　 石井とめ子

＜目的＞　鍋島家の服飾遺品調査の折、白綸子地紗綾形団扇花束模様小袖夜会服が初公開

され、日本ではこれまでに和洋合一の未見のドレスであった。しかし、そのドレスは損傷

がひどく修復が不可欠な条件であった。初めてＮ氏によって修復された結果はオリジナル

とは異なるものであった、その時点で原形復帰するために再修復の必要から本研究室に要

請があり、実施することになった。

＜方法＞　再修復では杢ビーズ・フリンジの原形復帰が第一条件になり、友訳エびら編卜

上げに要する道具を案出し、杢ビーズの特注など試作を通してオしジナルの写真・記録を

もとに再修復を行った。

＜結果＞　洋服関係の遺品をはじめ貴重な資料を修復する公的機関の必要を強く認識した

再修復後、1983 年5月7日～6月12 日、「佐賀の百年」展（佐賀県立博物館）に初公開し

たのち、1991 年10月から1992 年1月まで　「Japan　and　Britain : An　Aesthetic　Dial

ogue　1850 －1930 」展（ロンドン　市立バービカン・アート・ギャラリー）に出展した。

更に1992 年2月8日～3月22日　「Japan と英吉利西、日英美術の交流（1850-1930 ）展」（

世田谷美術館）、1994 年4月５日～6月19 日　「モー-. k-のジャポニズムJ ( 京都国立近美術

館）にも出展された。
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